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学修成果評価システムとは
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学修ポートフォリオで目標設定と自己評価を進めよう

学修成果シート
目標設定と指導教員のコメント

成績ダッシュボード
単位を修得した授業をもとに、
到達目標への達成度・評価状況を確認します。

※1 養護教諭養成課程の③は、養護実践力
※2 学校教育教員養成課程のみ

◇教員免許状取得希望者

学修ポートフォリオで探究と省察を深めよう
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学部学生は全員、毎年度の学期の初めと終わりに、【履修カルテ】の入力を行ってください。 

 学期ごとの振り返りを行うことで学びの履歴を蓄積し、自身の強みや、まだ弱い部分を分析することができます 

  学  生  教  員 

 

前 

 

期 

４月初旬 

授業開始時 

【1.学修成果評価（目標設定時）】 

当年度前期の学習や卒業後の目標を入力します。 

  

９月頃 

成績 

通知後 

 

※入力は３

種類 

【2.学修成果評価（自己評価時）】 

前期初めに設定した目標へのふりかえりを入力します。 

  

【3.教員養成フラッグシップ大学での学びに関する自己評価】 

各指標について、前期の自己評価を入力します。 

  

【4.履修カルテ（科目の履修状況）】 

前期に履修した授業科目の学習のふりかえりを入力します。 

  

９月下旬～ 

１０月上旬 

  【学修成果評価】 

学生の前期の目標および学習

のふりかえりを確認し，コメント

を入力します。 

 

後 

 

期 

１０月初旬 

授業開始時 

【1.学修成果評価（目標設定時）】 

当年度後期の学習や卒業後の目標を入力します。 

  

３月頃 

成績 

通知後 

 

※入力は３

種類 

（教員免許

取得希望者

は４種類） 

【2.学修成果評価（自己評価時）】 

後期初めに設定した目標へのふりかえりを入力します。 

  

【3.教員養成フラッグシップ大学での学びに関する自己評価】 

各指標について、後期の自己評価を入力します。 

  

【4.履修カルテ（科目の履修状況）】 

後期(通年含む)に履修した授業科目の学習のふりかえりを入

力します。 

  

【5.履修カルテ（自己評価）】※教員免許状取得希望者 

自己評価を行います。 

  

３月下旬～ 

４月上旬 

  【学修成果評価】 

学生の後期の目標および学習

のふりかえりを確認し，コメント

を入力します。 

随

時 

 

 

【6.学修成果評価（その他）】 

当年度に，授業以外の実習やボランティア活動等があれば，

状況を入力します。 

  

 

 

【学修成果シート】 【履修カルテ入力】 年間スケジュール 
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【1.学修成果評価（目標設定時）】 

●Live Campus にログインし，menu から「学修ポートフォリオ>学修成果シート」を選択します。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●学修成果評価の「目標」を選択します。 

※現在年度・学期が表示されています。「過去分を見る」ボタンから以前の入力内容を参照したり， 

遡って入力したりすることができます。 

 

 

  

【学修成果シート】 【履修カルテ】 操作マニュアル 
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４月初旬前期授業開始時， 

10 月初旬後期授業開始時 に 

当該年度の各学期のシートに入力，登録します。 

９月頃前期成績通知後， 

３月頃後期成績通知後 に 

当該年度の各学期のシートに入力，登録します。 

目標設定時は，記入は不要です。 

●画面右下の「目標を編集」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「目標」欄が編集可能になりますので，【目標設定】を入力の上，画面右下の「登録」ボタンを 

選択してください。 
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【2.学修成果評価（自己評価時）】 

●【1.学修成果評価（目標設定時）】同様に，画面右下の「目標を編集」を選択します。 

 「目標」欄が編集可能になりますので，【自己評価】を入力の上，画面右下の「登録」ボタンを 

選択してください。 

 

●【自己評価】の登録後，入力内容を確認の上，画面右下の「目標を提出」ボタンを選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

●menu から「学修ポートフォリオ>成績ダッシュボード」を選択することで，到達目標（卒業までに身に付 

ける力）への到達度を表すレーダーチャートを確認できます。 

全ての授業科目はいずれかの到達目標に対応しますので、授業科目の単位修得状況に応じて，レーダー

チャートが拡大していく仕組みとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

【学位プログラムの到達目標】 

<教員養成課程> 

①豊かな教養と広い視野 

②教職に必要な素養 

③指導内容の理解と実践力 ※１ 

④子どもへの対応の理解 

⑤ICTや教育データを利活用する力 ※２ 

⑥教職力量を自らひらく力 

※１ 養護教諭養成課程の③は，養護実践力 

※２ 学校教育教員養成課程のみ 

<教育協働学科> 

①豊かな教養と広い視野 

②教育理解 

③協働力 

④探究力 ※３ 

⑤専門的知識・技能 

⑥教育協働実践力 

※３ 令和７年度入学生より適用 
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【3.教員養成フラッグシップ大学での学びに関する自己評価】 

●menu から「学修ポートフォリオ>学修成果シート」を選択します。

 教員養成フラッグシップ大学での学びに関する自己評価の「活動成果」を選択します。

（「目標」も表示されますが，使用しません）

●まず，「評価基準（ルーブリック）について」を選択します。自己評価の目的・情報の取り扱い・

回答の考え方をよく読んで理解してください。

●自己評価の目的や方法について理解した後，画面右下の「活動成果を編集」を選択します。

最初に「評価基準（ルーブリック）について」を選

択し、自己評価の目的等を確認してください。
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●「振り返り」の各項目にある「自己評価」を入力してください。 

 すべて入力後，画面右下の「登録」ボタンを選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●登録後，画面右下の「活動成果を提出ボタン」を選択してください。これで入力完了です。 

 

 

  

「追加」欄は使用しません 

＜選択項目(５段階)＞ 

5：とてもできる 

4：できる 

3：すこしできる 

2：ほとんどできない 

1：全くできない 

（全く分からない） 

9



【4.履修カルテ（科目の履修状況）】 

●menu から「学修ポートフォリオ>履修カルテ」を選択します。 

 履修カルテ一覧が表示されますので，「参照」ボタンを選択後， 

画面右下の「履修カルテを編集」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学期末の成績公開後，「履修カルテ科目の履修状況」欄から， 

各科目において学んだことや課題のふりかえりを入力します。 

 「修得年度」を変更することで，以前に履修した科目のふりかえりを確認,入力することができます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●入力後は，画面右下の「登録」ボタンを選択してください。登録は何度でも行うことができます。 
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【5.学修成果評価（その他）】

●menu から「学修ポートフォリオ>学修成果シート」を選択し，

学修成果評価の「活動成果」を選択してください。

  当年度学期中に，授業以外の実習やボランティア活動等があれば，

「授業以外の実習やボランティア活動の状況」欄に入力してください。

【履修カルテ（自己評価）】 ※教員免許状取得希望者のみ

●教員養成課程の学生及び教員免許状取得を希望する教育協働学科の学生は，

 年度末に，当該年次の「自己評価」を 4 段階で入力することにより，

教師になるために必要な資質能力（Ｐ.12）をどれだけ身に付けたか，

レーダーチャートで確認することができます。

11



教師になるために必要な資質能力を身に付ける
生涯を通して日々成⾧を続ける教師であるためには、
自らの意思によって自らの学びをデザインする力が必
要となります。本学では、このような自らを育てる姿
勢を培うため、履修カルテの活用を推進しています。
履修カルテによって、これからの学修の目標を設定し
たり、学修の成果を蓄積したりしていくことで、自ら
の成⾧をふりかえり、次の目標の設定へと繋げること
ができます。

また、履修カルテでは、ふりかえりと目標の設定を効
果的に行うことができるよう、教職に求められる資質
能力を５つの指標と３０の項目で提示しています。
５つの指標と３０の項目を手掛かりに、教科･教職科目、
ボランティア活動等を通して学んだことをふりかえり、
自らの到達点と課題を明らかにしましょう。

5つの指標
１.教職に必要な素養
○教育の理念や教育に関する歴史及び思想、
並びに教職の意義、教員の職務内容について
の基礎的な理解ができている。

○教職員や学校園外の専門家、家庭や地域等を
含めた他者と連携し、協働して課題を解決す
ることの重要性を理解している。

○人権意識を有し、学校教育に関する社会的、
制度的事項、学校安全に関する基礎的な知識
や技能を身に付けている。

○子どもを能動的、自律的な学習者として導く
ことの意義を理解している。

①教育の理念･教育史･思想の理解
②教職の意義
③人権教育
④他者との連携･協力
⑤学校教育の社会的･制度的･経営的
理念･学校安全

⑥自律的な学習

２.指導内容の理解と実践力
○幼稚園の保育又は小学校の各教科及び所属
するコースに対応する中学校･高等学校の教
科や教科外の指導に必要な専門知識･技能の
基本を身に付けている。

○学校教育における教育課程編成の意義と基
本原理を理解し、教職員の配置や施設の維
持管理の観点や教科横断的な視点をもって
組織的に教育課程を編成の上、実施すると
ともに、学校園の実態に応じてカリキュラ
ム･マネジメントを行うことの重要性を理解
している。

○子どもの興味･関心を引き出す教材研究を行
いながら、学習指導や保育･授業の設計、実
践、評価、改善を行う仕組みを構想するこ
とができる。

○学習環境の整備ができ、また、アクティブ･
ラーニングを取り入れた｢個別最適な学び｣
と｢協働的な学び｣の一体的な充実に向けた
学習者を中心とする指導計画の立案や保育･
授業づくりができる。

⑦各教科など
⑧教科書･学習指導要領
⑨学習指導法
⑩基礎知識･基礎学力
⑪教育課程の編成及び方法に関する
基礎理論･知識

⑫授業分析
⑬教材研究･指導計画
⑭指導技術･態度
⑮アクティブ･ラーニングについて
の理解

⑯アクティブ･ラーニングを取り入
れた指導

⑰学習環境の整備

３.子どもへの対応の理解
○生徒指導の意義や理論を理解し、他の教職
員や専門家等と連携し、児童生徒に応じた
指導や集団指導を実践することができる。

○教育相談の意義や理論と幼児･児童･生徒を
支援するために必要となる基礎的知識を有
し、組織的な取り組みや学校園外の専門家
等と連携する重要性を理解している。

○進路指導やキャリア教育の意義を理解し、
これらの視点からの授業改善やカウンセリ
ングの充実に必要となる基礎的な知識を身
に付けている。

○子どもの心身の発達と学習の過程について
の基礎的な理解ができている。

○外国にルーツのある子どもや障がいのある
子どもなど、特別な配慮や支援を必要とす
る子どもの特性や社会的包摂の理念を理解
した上で、学校教員として対応するために
必要となる知識や支援の方法を身に付けて
いる。

○道徳教育の理論及び指導法、特別活動の指
導法及び総合的な学習や探究の時間の指導
法について理解している。

４.ICTや教育データを利活用する力
○学校におけるICTの活用の意義を理解し、授
業や学校園務等にICTを活用するとともに、
幼児･児童･生徒のICT活用能力を育成するた
めの保育や授業を構想することができる。

○｢個別最適な学び｣と｢協働的な学び｣の一体
的な充実に向けて、幼児･児童･生徒の学習
の改善を図るため教育データを適切に活用
することができる。

⑱生徒指導
⑲学習集団の形成
⑳幼児･児童･生徒の理解
㉑個別･集団指導
㉒進路指導･キャリア教育
㉓子どもの発達に関する理解
㉔特別な支援を必要とする子ども
への対応

㉕道徳教育･特別活動･総合的な学
習の時間

㉖ICT活用
㉗教育データの活用

５.教職力量を自らひらく力
○実践的な教育活動に参画し、幼児･児童･生徒と積極的なコミュニケーションをとることが
できる。

○自らの学修を記録などに基づいて省察し、目標達成に向けて成⾧しようとする意欲を身に
付けている。

○生涯にわたる教師の成⾧の特性と学習のあり方を理解の上、学び続ける教師としての姿勢
や態度を身に付けている。

㉘社会人としての基本
㉙子どもに対する態度
㉚学び続ける力

30の項目

養護教諭向けの｢4つの指標｣と｢36の項目｣は、別に設定されています。
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教員養成課程の学生及び
教員免許状取得を希望する教育協働学科の学生は、
次ページ以降も必ず確認してください。
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学校インターンシップと教育実習による４年間の学校現場での実践的学修（小学校教育（夜間）５年専攻を除く）

併修実習（選択）

学校インターンシップ（選択）

時期･･･５月～１１月［２週間］

実施期間［３０時間］ ｢チーム学校｣の役割を実践的に学ぶ

基本実習で身に付けた実践力にみがきをかける

基本実習（必修）
時期･･･９月［３週間］
実習校園･･･

学校インターンシップ（選択）

学習指導と授業実践力を身に付ける

【必修】学校教育教員養成課程の全専攻及び養護教諭養成課程

学校インターンシップ（必修）
時期･･･２月～１月［６０時間］
インターンシップ受入校園

･･･

基本実習に備えて実践の基礎を身に付ける
【必修】学校教育教員養成課程の全専攻及び養護教諭養成課程

教職入門実習
（必修･教職のための省察入門で実施）

時期･･･６月［１日間］
実習校園･･･

教わる側から教える側へ視点を転換する

【必修】学校教育教員養成課程の全専攻及び養護教諭養成課程

※学校インターンシップは、所属する専攻や履修する回生などによって開講科目が異なります。
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学 校 教 育 の 現 場 へ

「ミニ講座」

「ふりかえり」

教
職
実
践
演
習

教
職
基
礎
科
目
（
人
権
教
育
の
基
礎
・
小･

中
一
貫
教
育
概
論
）

教
科
教
育
法

教
職
へ
の
と
び
ら

教
職
の
た
め
の
省
察
入
門

学
習
者
中
心
の
授
業
デ
ザ
イ
ン

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
の
教
員

演
習

実
験
・
実
習

教
科
専
門
科
目

基
礎
論
・
概
論

卒
業
研
究

教
職
実
践
演
習

特
別
活
動
論

教
育
相
談
の
理
論
と
方
法

生
徒
指
導
論

進
路
相
談
論

教
育
方
法
論

教
育
総
論

発
達
と
学
習
の
心
理
学

教
育
デ
ー
タ
の
活
用

教
科
横
断
と
探
究
学
習

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
科
目
・
情
報
活
用
科
目
・
導
入
科
目

等

基
盤
教
養
科
目
（
「
思
想
と
芸
術
」
「
国
際
と
地
域
」
「
教
育
と
キ
ャ
リ
ア
」
等
）

ダイバーシティ教育
（「ダイバーシティと教育」「現代社会と子どもの権利」等）

・学校インターンシップ体験
・幼児教育インターンシップ
・教職インターンシップ
・特別支援学校
インターンシップ

教職入門実習

学校インターンシップ

省察・協働

省察・協働

省察

教育実習

「ガイダンス」

教員養成課程のカリキュラム構成図

スキル･理論
の獲得と
熟達化

見方･考え方
の変容

技術的省察

実践的省察

批判的省察

技術的省察

実践的省察

批判的省察

実践的省察

批判的省察

批判的省察

実践と省察のサイクル

教
職
実
践
演
習

第１ブロック

第２ブロック

第３ブロック

省察
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教育実習カレンダー
●

実習期間

学校教育教員養成課程（小学校教育(夜間)5年専攻を除く）･養護教諭養成課程 インターンシップ活動期間

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

 

１日

（注）一部の専攻・コースでは、４回生時にも基本実習を行います。

事後学習事前学習

併修
実習

４回生

３回生

２回生

１回生

基本
実習

学校
インターン

シップ

教職入門
実習

併修実習 ： ２週間併修実習 ： ２週間

基本実習：３週間

１日

学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

教育協働学科

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

 

２回生

１回生

４回生

３回生
参加申請

教育実習 ２週間（高）、または３週間（中高）

小学校教育（夜間）5年専攻

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

 

 

事前学修 事後学修

附属小学校

２週間

３回生

教育
実習Ⅱ

教育
実習Ⅰ

２回生

１回生

５回生

４回生

公立小学校

２週間

学校
インターン
シップ体験

教職入門
実習

１日

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

教育協働学科
小学校教育（夜間）５年専攻

教育実習Ⅱ（必修）5回生

学校インターンシップⅡ（選択）教育実習Ⅰ（必修）4回生

学校インターンシップⅠ（選択）3回生

学校インターンシップ体験（必修）2回生

教職入門実習（必修・教職のための省察入門で実施）1回生
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［幼児･児童･生徒への関わりと理解］
子ども理解･子どもの人権を尊重した関わり

［組織や集団への関わりと理解］
学級づくりや集団づくりへの関わり･教職員組織への関わり

［学習指導］
授業の実践･指導方法や技術の活用

［実習生としての信頼性］
ルールやマナーなどの遵守･教職員とのコミュニケーション

教育実習の目標

子ども理解

教職員との
コミュニケーション

ルールやマナー
などの遵守

指導方法や技術の活用

授業の実践

教職員組織への
関わり

学級づくりや
集団づくりへの

関わり

子どもの人権を
尊重した関わり

自己評価
学校評価

A

B

C

D

E

F

G

H
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教育実習に参加する予定の学生は全員、教育実習の記録を入力してください。

時 期 学  生 教  員

実習校や

活動を行う

学校園が

決まったとき

【教育実習・サポート活動歴】

教育実習・学校インターンシップ・学校サポート

活動を行う「体験・実習(活動)先，実習教科

/評価授業等(科目名)，期間」を入力しま

す。（実習教科/評価授業等：教育実習と

学校インターンシップ科目は履修科目，それ

以外は学校サポート活動）

【教育実習・サポート活動歴】

指導教員が学生の体験・実習(活動)

先等を確認します。

教育実習・

学校インタ

ーンシップ・

学校サポー

ト活動後

【教育実習・サポート活動歴】

実習等を行った「体験・実習(活動)先，実習

教科/評価授業等(科目名)，期間」を入力

（更新）します。

【教育実習評価欄】※教育実習のみ

実習終了後１週間程度を目途に自己評価

（１から４）を入力します。

【教育実習・サポート活動歴】

指導教員が学生の教育実習・サポート

活動内容を確認します。

【教育実習評価欄】※教育実習のみ 

指導教員が学生の自己評価を確認し

ます。

教育実習

の学校評

価開示

（事後

面談）

前期８月

後期１月

頃

【教育実習評価欄】※教育実習のみ

学校評価（１から４）と自己評価の違いを

確認し，指導教員と振り返りを行います。

【教育実習評価欄】※教育実習のみ 

指導教員が学校評価と学生の自己

評価の違いなどを確認し，事後指導

（事後面談）に活用します。

学修ポートフォリオ 【教育実習等の記録入力】 スケジュール
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【教育実習・サポート活動歴の入力】

●Live Campus にログインし，menu から「学修ポートフォリオ>履修カルテ」を選択します。

 履修カルテ一覧が表示されますので，「参照」ボタンを選択後，

画面右下の「履修カルテを編集」を選択します。

●画面下部の「教職に関する体験・実習等の状況」欄から，以下内容を入力してください。

 複数の実習等を行った場合は，「追加」ボタンを選択して入力欄を追加してください。

【教育実習評価欄の入力】

●Live Campus にログインし，menu から「学修ポートフォリオ>学修成果シート」を選択します。

●画面下部に，「基本実習」「併修実習」が表示されます。（次ページ参照）

※所属によって表示内容が異なります。

教員養成課程の各専攻・コースごとの表示内容の詳細は次ページを参照してください。

・基本実習１・・・教員養成課程の基本実習，教育協働学科実習(中高・高)，小学校教育(夜間)５年専攻実習Ⅰ

・基本実習２・・・次世代教育専攻 ICT 教育コース➀②・教科教育専攻美術・書道教育コース（書道分野）の基本実習，

特別支援教育専攻の特支実習，小学校教育(夜間)５年専攻実習Ⅱ

・併修実習１・・・教員養成課程の併修実習

 ・併修実習２・・・教員養成課程の併修特支実習

学修ポートフォリオ 【教育実習等の 記録】操作マニュアル

※メニューに、
「教育実習等の記録」はありません
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●今年度参加した実習の「活動成果」を選択します。（「目標」も表示されますが，使用しません） 

※昨年度以前に実習参加した場合，「過去分を見る」ボタンから昨年度の入力内容を参照できます。 

 例：2021 年度教員養成課程４回生が，３回生時に参加した基本実習を参照する場合 

  →「基本実習１」の「2020 年度(3 年)の目標・成果」の「活動成果」を選択してください。 

※５回生以上で今年度実習参加した方は，(4 年)の欄に入力してください。 

 

 

  
専攻・コースごとの LCU ポートフォリオ表示内容 

専攻・コース
開講

回生
実習種別

LCUポートフォリオ

表示内容

幼小教育専攻

幼児教育コース
3 幼稚園実習 基本実習1

3 基本小学校実習 基本実習1

4 併修中・高校実習 併修実習１

4 併修特別支援実習 併修実習２

3 基本小学校実習 基本実習1

4 併修高校実習 併修実習１

4 併修特別支援実習 併修実習２

3 基本高校実習（情報） 基本実習１

4 基本小学校実習 基本実習２

4 併修特別支援実習 併修実習２

3 基本高校実習（情報） 基本実習１

4 基本中学校実習（数学） 基本実習２

4 併修小学校実習 併修実習１

4 併修特別支援実習 併修実習２

3 基本小・中学校実習 基本実習１

4 併修高校実習 併修実習１

4 併修特別支援実習 併修実習２

3 基本小学校実習 基本実習１

4 基本高校実習（書道） 基本実習２

4 併修特別支援実習 併修実習２

3 基本小学校実習 基本実習１

3 基本特別支援実習 基本実習２

4 併修高校実習 併修実習１

養護教諭養成課程 3 養護実習 基本実習１

4 小学校Ⅰ実習 基本実習１

5 小学校Ⅱ実習 基本実習２

教科教育専攻

教科教育コース

書道分野

特別支援教育専攻

小学校教育（夜間）

５年専攻

幼小教育専攻

小学校教育コース

次世代教育専攻

教育探究コース

次世代教育専攻

ＩＣＴ教育コース①

次世代教育専攻

ＩＣＴ教育コース②

教科教育専攻

教科教育コース

書道分野除く
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●画面右下の「活動成果を編集」を選択します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「振り返り」の各項目にある「自己評価」を入力してください。 

 ８項目すべて入力後，画面右下の「登録」ボタンを選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準（ルーブリック）における評定は，Live 

Campus 上は以下のとおり読み替えてください。 

Ａ（優れている） ：4 

Ｂ（おおむね良好）：3 

Ｃ（やや不十分） ：2 

Ｄ（不十分）  ：1 
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●登録後，入力内容がレーダーチャートに反映されていますので， 

 確認の上，画面右下の「活動成果を提出」ボタンを選択してください。 

 これで入力完了です。 

なお，レーダーチャート下部の「評価基準（ルーブリック）について」を選択すると， 

 教育実習の評価規準とルーブリックを PDF ファイルで確認できます。 
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大阪教育大学 教務課
〒582-8582 大阪府柏原市旭ヶ丘4-698-1
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